
１年 数学／平面図形⑥色々な作図 解説

色々な作図に挑戦してみよう!!

点Ａ,点Ｂ,点Ｃを

通る円を作図しなさい
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「円の中心から各点までの距離が等しい」＝点Ａからも点Ｂからも点Ｃからも等しい距離にある点が円の中心

点Ａからも点Ｂからも

等しい距離にある直線

すなわち線分ＡＢの

垂直二等分線を

書きます

点Ａからも点Ｃからも

等しい距離にある直線

すなわち線分ＡＣの

垂直二等分線を

書きます

交わった点が

円の中心なので

そこに針を置き

円を書きます

辺ＯＡと点Ｐで接し、

辺ＯＢにも接する円を

作図しなさい

辺ＯＡと辺ＯＢから等しい距離にある直線上に円の中心がある ＆ 円の接線といえば垂線
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辺ＯＡからも辺ＯＢからも

等しい距離にある直線

すなわち

∠ＡＯＢの二等分線を

書きます
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辺ＯＡに接するので、

点Ｐを通り、線分ＯＡに

垂直な線を引きます
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交わった点が円の中心に

なるので、そこに針を置き

円を書きます
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△ＡＢＣを点Ａが辺ＢＣ上に

くるように折るとき、点Ｐを通る

折り目を作図しなさい

折った後、点Ａが移る点をＡ'とすると、「ＰＡ＝ＰＡ'」、「ＡＡ'⊥折り目」となる。

P
Ｐにコンパスの針を置き、

線分ＰＡの長さをはかり、

そのまま線分ＢＣまで弧を

引きます
B

Ａ

C

P

B

Ａ

CA'

点Ａと点Ａ'の垂直二等分線

を引きます
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引いた垂直二等分線が

折り目となります
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